
　まちづくり懇談会（令和元年6月14日（金）実施）　「町内会・自治会からの質問・意見」に対する回答一覧

番号 項目 質問・意見内容 回答内容

役場組織の見直し

・係長制の復活を！
現状のグループ制は、町民サービスの向上と業務の効率化などの目的
で創設されたと思いますが、町民からは以前の～係の方が「わかりやす
く相談もしやすいとの意見があります。グループ制の効果と係そして係
長制の復活についてどのように考えますか？
また、参与については課長職より上の立場などの見方があり、こちらも
シンプルに課長補佐などに改めてはいかがでしょうか？
長寿社会の中で高齢者が増加すると行政への要望などが多くなること
から、そのニーズに答えるにはわかりやすい受け皿をつくることが必要
に思うがいかがでしょうか。

現在のグループ制は、平成１９年度の役場の機構改革により導入し、当時６０あった「係」を廃止して、半分の１７グループ１３担当に変更したもので、その後も何回か
の見直しを行い、現在は２２グループ１０担当となっております。
　「係制」は組織が固定化し、セクト意識が強くはたらくことによる係間相互の連絡調整や業務量の調整がうまくとれないことなどが課題とされてきました。
グループ制は、多様化・複雑化する町民ニーズへの対応や効率的な行政体制が求められている中、係間の壁を取り払い、グループ内職員の協業や職務補完を生
みだし、事務配分の合理化や業務の繁閑を調整する柔軟な執行体制として、必要な体制と考えております。
また、参与職につきましても、同様に平成１９年に導入した役職であり、自治体によって位置付けが異なりますが、本町においては、総括・課長・主幹とともに管理職
として、課業務の推進やグループ全体の調整役の役割を担っております。
役場の組織機構は、社会情勢の変化とともに時代に即した組織機構への見直しを常に検討していかなければならないものであり、窓口業務の周知を図りながら、町
民の皆さんのための役場組織機構との考えで、今後とも町民サービス向上につながる組織体制について検討してまいりたいと考えております。

まちの活性化

・ボールパークはチャンスか！
北広島市に2023年に造られる日本ハムボールパークは、近隣の自治体
とりわけ栗山町にとってまたとない大きなチャンスと考えるが、栗山独自
の構想があればお聞きしたい。

本年４月、北広島市の呼びかけにより、本町をはじめ札幌市や千歳市など、石狩、空知、胆振管内の近隣１３市町村による「北海道ボールパーク圏域連携勉強会」
が設立され、また、来月には「オール北海道ボールパーク連携協議会」が設立予定など、今後、ボールパークを通じた北海道の魅力向上・活性化に向け、広域・官民
連携による協議が進められていきます。
本町独自の構想は、具体的にはこれからでありますが、地方創生の観点からも、大きなチャンスの機会ととらえており、豊かな地域資源や立地環境を活かした取り
組みなど、早急に検討してまいりたいと考えております。

2 空き家建物

日出連合町内会全体として25件もの対象の建物がある古い資料等から
ようやく具体的な旧住民を調べて報告してもその後の対応状況等につ
いて一切の連絡がない。現在の最新状況を知らせて欲しい。
特に気になるのは、旧井澤商店と旧夕鉄新二股駅舎、旧日出簡易郵便
局庁舎がある。3件とも道々3号線の沿線に位置し、非常に目立つ。

　昨年度の空家実態調査にご協力いただきましてありがとうございました。特に日出連合会におかれましては、件数も多くお手数をおかけしていると存じます。
空家実態調査につきましては、毎年４月、町内会・自治会に情報提供の協力依頼をお願いしており、ご報告いただいた情報を元に「空家台帳」を追加・更新し、さまざ
まな空家対策等に活用しているところであります。
　その内、新規空家につきましては、現地調査及び所有者等の把握を行い、空家支援策の案内やアンケート調査を送付しております。
また、前回調査と状況が異なる空家の報告があった場合においても現地調査を行っていますが、前回から変化がないと判断される時には、現地調査等は行わず経
過観察としているところであります。
なお、前回の実態調査の結果では、町内に把握しているだけで約２５０件の空家が存在しており、新規空家や解体済み、空家の総件数など、町全体の空家状況では
ありましたが、今年の依頼文書とともにご報告させていただいていたところであります。
　次年度からは、地域からの空家に対する要望など、その後の対応状況等について、ご協力をいただきました各町内会・自治会へご報告したいと考えております。
　次に、今回ご質問のあった３件について現在の対応状況をお答えいたしますが、
　①旧井沢商店につきましては、３年前に一度文書を送りましたが、反応がなかったため、今年度、再度文書を送っております。
　②旧夕鉄新二俣駅舎につきましては、所有者と連絡を取った際に、建物の解体を考えていると伺っております。
③旧日出簡易郵便局庁舎につきましては、以前に実施した「空家アンケート」では「今後の予定は決まっていないが、できることなら解体したい。」といった内容で回答
されています。
　いずれにいたしましても、何らかの連絡等を取って状況に変化・反応がない時には、時期をみて、再度、確認をしてまいりたいと考えますのでご理解願います。

3 角田地区への店舗誘致
角田地区ですが、食糧品、日用雑貨等を販売する店舗がまったく無く
なって困惑している状況です。どうにかならないでしょうか...深刻です。

角田地区の店舗誘致については、空き店舗活用支援事業において角田地区等を含む対象区域の拡大や空き地の取得支援など制度の拡充も図り、コンビニ本部と
交渉を進めておりましたが、地域人口等の条件では単独での出店は非常に難しいとの回答もあったところです。
　今後は他業種との連携等による複合的な店舗などを検討しながら角田地区への新規出店につながるよう引き続き誘致活動を進めてまいります。
また、町営バス運行に係る見直し作業を令和４年度を目途に現在進めており、その中で角田においてハブターミナル設置を検討していることから、店舗誘致と連携し
て進めてまいります。

災害義援金
昨年の9月6日未明の地震では日赤栗山町分区で被災者の救援を目的
として、災害義援金の募集を各町内会では実施致しましたが、その結果
が町広報に掲載されたのでしょうか？

北海道胆振東部地震義援金の結果につきましては、町公式ホームページに掲載しておりましたが、町広報への掲載につきましては、遅くなりましたが広報くりやま７
月号で掲載をいたします。
　なお、集まりました義援金につきましては、６０団体２，２５６，４３７円となっております。

ふるさと納税新制度
ふるさと納税新制度について栗山町では返礼品価格をどのように実施
しようと考えているのか。

　ふるさと納税の新制度が今月よりスタートし、返礼品については、「寄附額の３割以下の地場産品」に限定されました。
これは、過度な返礼品競争に歯止めをかけることを狙いとしており、今後は基準を守る自治体のみ新制度の対象とし、対象外となった自治体への寄附は税の優遇措
置が受けられなくなるものです。
本町では、返礼品価格を寄附額の４割としていた時期もありましたが、以前の総務省の是正要請を受けて、昨年４月より３割に見直しし、また、地場産品に限定した
返礼品の内容としております。
　先月１４日付けで総務大臣より「基準適合団体」の指定を受け、今後においても、制度趣旨に沿った中で実施してまいりたいと考えております。

中高年のひきこもり 本町には、中高年のひきこもり人口はどの位おられるか。

　ご質問の「中高年の引きこもりの人数」については、把握出来ておりません。
　「８０５０問題」として、社会問題になっている実態ではありますが、個人情報保護法の関連もあり、実態把握は困難な状況であります。
窓口相談などの際に実態把握に努めるとともに、「北海道引きこもり成年相談センター」など、引きこもり相談窓口の周知や保健所などとも連携し、相談しやすい体制
づくりの構築に努めてまいります。
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